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	ＳＢＣシステムの停止 
	 ブレーキキャリパーを取り外すときにブレーキ圧が不用意に高くなることを避けてください
	 そのために、プレッシャ・リザバーをディスチャージした後、リザバーチャージポンプの自動スタートを停止します
	 拡張リザバーのブレーキ液レベルが上がり溢れる可能性があります
	以下の行為により圧力が自動的に強くなることがあります：
	 ドアを開ける
	以下の作業前にＳＢＣを停止させることが必要です：
	油圧ブレーキシステム・フルード/ブリードブレーキシステムの交換
	プレッシャリザバー: プリテンション・プレッシャをチェック
	Rpm センサー
	テスト手順：: 
	車輌を 15 km/h 以上に加速、ゆっくりブレーキを踏んで停止させる。　１０秒以内にテスト。

	ブレーキシステムのリーク・チェック

